
（別記） 

令和６年度和歌山県水田収益力強化ビジョン 

 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題  

 本県は、紀伊半島の南西に位置し、温暖で降水量が多い気象条件や、京阪神の消費地に

隣接した立地条件を活かし、古くから、果樹、野菜、花き・花木の栽培が盛んである。水

稲は、紀の川や日高川等主要河川両岸に広がる平野部から中山間地域に至るまで広く作付

されている。令和５年度の耕地面積は 31,000ha、うち水田面積は 8,970ha、水稲作付面積

は 5,780ha（令和５年度耕地面積調査、農林水産省データ）である。 

 近年、農業者の高齢化が進むとともに、農家戸数の減少が見られる。生産面では、夏期

高温による農作物の品質低下や収穫遅延、燃油高騰に伴う生産コストの増加、山間部にお

ける鳥獣害被害が農業経営に影響を与えている。 

 

２ 高収益作物の導入や転換作物等の付加価値の向上等による収益力 
強化に向けた産地としての取組方針・目標 

 本県は耕地面積に占める水田面積の割合が３割と低く、野菜、花き、果樹など収益性の

高い園芸作物を中心とした複合経営が主流である。県北部を中心とする平野部、中部から

南部に広がる山間部でそれぞれの地形と気候に応じた特色のある作物が栽培されており、

市場で評価を得ているとともに大型直売所等での需要も高まっている。水田農業からの転

換においてもこれらの高収益作物の作付けを支援し、地域ブランドの拡大と農業者の所得

向上を図る。 

 

３ 畑地化を含めた水田の有効利用に向けた産地としての取組方針・目標  

 水田の高度利用を推進する上で、高収益作物等の作付けに支援を行い有効利用を促す。

水稲作に活用される見込みがない農地あるいは高収益作物等の作付けが定着している農地

については、水田台帳等を活用して作付状況を点検し、産地の状況を踏まえて畑地化支援

事業の検討、活用を推進する。 

 また、本県は畑作物等の転換作物の作付面積が小さく、ブロックローテーションを実施

している地域はほとんどない。担い手への耕作地の集積（作業の効率化）や雑草・連作障

害の抑制等を目的に、水稲と転換作物の作付を実施している農地については、計画的なロ

ーテーションを行うよう産地の状況を踏まえて検討していく。水田の利用状況については、

水稲生産実施計画書での確認に加え、現地確認での現況を点検確認し、長期に渡って畑作

物高収益作物）の生産がされている水田等においては、所有者の意向を確認し、必要に応

じて畑地化の取組を行う。 

 

４ 作物ごとの取組方針等  

（１）主食用米 

  主食用米は、生産数量参考値に沿った作付面積を確保し、需要に応じた生産に取り組

むとともに、高品質安定生産を推進する。 

 

（２）非主食用米 

  飼料用米、米粉用米、WCS用稲、加工用米等の非主食用米は、実需を踏まえた生産の

取組を支援する。 

 



（３）麦、大豆、飼料作物 

  実需を踏まえた生産の取組を支援する。 

 

 

（４）そば、なたね 

  実需を踏まえた生産の取組を支援する。 

 

（５）地力増進作物 

  次年度の有機栽培や高収益作物等への転換に向けた土づくりの取組を支援する。 

 

（６）高収益作物 

  野菜、花き、果樹は、本県の農業において占めるウエイトが高く産出額も大きい。ま

た、これらの作物のほか、特用作物など地域ごとに特徴のある品目が多数生産されてい

る。これら高収益作物の作付を推進し、収益性の向上を図る。 

 

（７）畑地化 

  地域特性を鑑み、団地化した野菜や花き等の高収益化作物等が定着している地域につ

いては畑地化を推進する。 

 

５ 作物ごとの作付予定面積等 ～ ８ 産地交付金の活用方法の明細  

別紙のとおり 

 



別紙

５　作物ごとの作付予定面積等
（単位：ha）

うち
二毛作

うち
二毛作

うち
二毛作

5,780 0 5,763 0 5,746 0

0 0 0 0 0 0

2.7 0 3 0 3 0

0.6 0 1 0 1 0

0 0 0 0 0 0

2.4 0 3 0 3 0

0 0 0 0 0 0

3.9 0 5 0 6 0

17.9 0 18.6 0 19 0

2.9 0 3 0 4 0

・子実用とうもろこし 0 0 0 0 0 0

2.2 0 2.3 0 2.8 0

0 0 0 0 0 0

4 0 0 0 0 0

831 0 855 0 894 0

・野菜 598 0 611 0 634 0

・花き・花木 154 0 155 0 157 0

・果樹 106 0 110 0 116 0

・その他の高収益作物 21 0 24 0 26 0

0 0 0 0 0 0

・ 0 0 0 0 0 0

0 0 1 0 4 0

高収益作物

その他

畑地化

そば

作物等

主食用米

備蓄米

飼料用米

米粉用米

新市場開拓用米

WCS用稲

加工用米

麦

大豆

飼料作物

前年度作付面積等
当年度の

作付予定面積等
令和８年度の
作付目標面積等

なたね

地力増進作物



６　課題解決に向けた取組及び目標

前年度（実績） 目標値

高収益作物の

作付支援

飼料用米、米粉用米 複数年契約の 複数年契約
飼料用米
（令和5年度）1.69ha・
8.5t

飼料用米
（令和8年度）2.89ha･
14.5t

（別表１） 取組支援 取組面積・数量
米粉用米
（令和5年度）0ha・0t

米粉用米
（令和8年度）0.3ha･1.5t

飼料用米、米粉用米 多収品種の

（別表１） 導入支援

そば・なたねの

作付支援

地力増進作物による 土づくりの

土づくり支援 取組実施面積

※　必要に応じて、面積に加え、取組によって得られるコスト低減効果等についても目標設定してください。
※　目標期間は３年以内としてください。

（令和5年度）2.10ha （令和8年度）2.3ha

地力増進作物

（別表１）
（令和5年度）0ha （令和8年度）2.7ha

（令和5年度）498.72ha （令和8年度）758.54ha

交付面積 （令和5年度）1.69ha （令和8年度）3.19ha

7

8

使途名 目標

4

整理
番号

対象作物

6

5

高収益作物

（別表１）
交付面積

そば、なたね 交付面積



７　産地交付金の活用方法の概要

都道府県名：和歌山県

4 高収益作物の作付支援 1 10,000 別表１のとおり 作付面積に応じて支援

5 複数年契約の取組支援 1 6,000 飼料用米、米粉用米（別表１のとおり） 多収品種の複数年契約による作付面積に応じて支援

6 多収品種の導入支援 1 12,000 飼料用米、米粉用米（別表１のとおり） 多収品種の作付面積に応じて支援

7 そば・なたねの作付支援 1 20,000 そば、なたね 作付面積に応じて支援

8 地力増進作物による土づくり支援 1 20,000 別表１のとおり 適切な肥培管理（播種、鋤込み等）

対象作物
※３

取組要件等
※４

整
理
番
号

使途
※１

作
期
等
※２

単価
（円/10a）

※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記入してくだ
さい。
　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。
※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は「４」と記入してください。
※３　産地交付金の活用方法の明細（個票）の対象作物を記載して下さい。対象作物が複数ある場合には別紙を付すことも可能です。
※４　産地交付金の活用方法の明細（個票）の具体的要件のうち取組要件等を記載してください。取組要件が複数ある場合には、代表的な取組のみの記載でも構いません。



別表１　
（産地交付金交付対象作物及び交付単価）

※：永年性、多年生の作物   

整理番号 5、6 整理番号 4
項　　目
単　　価

整理番号5…6,000円／10a 作　　物 品目 作物 品目 作物 品目 作物 品目
整理番号6…12,000円／10a （果菜類） （常緑果樹） スターチス （薬用作物）

作　　物 飼料用米、米粉用米(多収品種１）） きゅうり ※ 柑橘 かすみ草 当帰（とうき）
トマト ※ 温州みかん ガーベラ
なす ※ ゆず きく （その他）
ピーマン ※ すだち ヒマワリ たばこ
かぼちゃ ※ じゃばら カーネーション 種苗類
いちご ※ レモン トルコギキョウ (野菜、花き・花木、果樹）

すいか ※ びわ デルフィニウム
メロン ※ アボカド スイートピー ※ さんしょう
まくわうり ※ チェリモヤ バラ ごま
しろうり ※ マンゴー キンギョソウ 八升豆
とうがん ※ その他常緑果樹 ハナムギ
とうがらし シャクヤク
にがうり （落葉果樹） けいとう
未成熟とうもろこし ※ 日本なし ほおずき
えだまめ ※ 西洋なし アリウム
えんどう ※ もも ゆり
青さやいんげん ※ うめ ささゆり
その他果菜類 ※ すもも 葉ぼたん

※ りんご ※ 千両
（葉菜・茎菜類） ※ おうとう オモト
キャベツ ※ いちじく 花壇苗
はくさい ※ ブルーベリー ※ しきみ
ほうれんそう ※ 柿 ※ ひさかき
ねぎ ※ くり ※ さかき
たまねぎ ※ ぶどう ※ こうやまき
レタス ※ キウイフルーツ ※ アカシア

※ アスパラガス ※ その他落葉果樹 ※ ユーカリ
しゅんぎく その他花き（草本類に限る）

しそ ※ その他花木
チンゲンサイ 但し、その他花木には生垣用の樹木を含む
ブロッコリー
しろな
チコリ
みつば
ふき
たかな
オータムポエム
みずな
こまつな

※ みょうが
※ コゴミ
※ ワラビ

にんにく
マコモ

※ イタドリ
その他葉菜・茎菜類

（根菜、イモ類）
だいこん
にんじん
さといも
れんこん
しょうが
らっきょ
ごぼう
やまいも

※ こんにゃく
ばれいしょ（食用）
かんしょ（食用）
その他根菜・イモ類

整理番号 8
項　　目 地力増進作物
単　　価 20,000円／10a

ソルガム（地力）
エンバク(地力）
ムラサキツメクサ
シロツメクサ
レンゲ
ヘアリーベッチ
クリムソンクローバ
ナタネ（地力）
カラシナ（地力）
ヒマワリ（地力）
マリーゴールド（地力）
その他地力増進作物

作　　物

項　　目 飼料用米、米粉用米
高収益作物
10,000円／10a

単　　価
　
野
　
菜

　
果
　
樹

　
花
　
き
　
花
　
木

　
そ
の
他
作
物

１）いわいだわら、えみゆたか、オオナリ、

きたあおば、きたげんき、北瑞穂、クサノ

ホシ、クサホナミ、タカナリ、たちじょうぶ、

ふくのこ、ふくひびき、べこあおば、べこご

のみ、北陸１９３号、ホシアオバ、まきみ

ずほ、ミズホチカラ、みなちから、みなゆ

たか、モグモグあおば、もちだわら、モミ

ロマン、夢あおば、ゆめさかり


